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頭
部
に
■
・
■
の
文
字
が
あ
る
墓
標 

 

平
井 

一
雄 

 

■
は
烏
八
旧
（
ウ
ハ
ッ
キ
ュ
ウ
）
と
呼
ば
れ
、
全
国
的
に
報
告
例
が
あ
る
。
■
は
読
み

方
は
謎
で
卍
字
と
同
じ
だ
と
さ
れ
る
。
私
は
仮
に
「
歹
ム
ム
（
ガ
ツ
ム
ム
）」
と
し
て
い
る
。

こ
の
字
は
諸
橋
大
漢
和
辞
典
や
康
煕
字
典
に
も
な
く
、
土
井
卓
治
著
『
石
塔
の
民
俗
』
に

初
め
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。Ⅳ

石
塔
の
色
代
わ
り
・「
読
め
な
い
謎
の
マ
ン
ジ
」
に
キ
リ
シ

タ
ン
墓
碑
に
関
連
し
て
、
島
原
の
乱
の
死
者
供
養
碑
に
■
の
頭
字
が
あ
る
石
塔
二
基
を
紹

介
さ
れ
て
い
る
。
読
め
な
い
「
西
域
の
萬
字
」
な
り
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
、
そ
の
後
の

知
見
で
『
翻
訳
名
義
集
』
に
そ
の
説
明
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
い
う
。 

漢
文
で
よ
み
づ
ら
い
の
で
要
約
す
る
と
、
如
来
の
胸
に
吉
祥
海
雲
と
名
付
け
ら
れ
る
形

の
も
の
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
し
る
し
が
書
き
つ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
同
じ
く
吉

祥
を
示
す
卍
字
と
お
な
じ
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
西
域
地
方
で
使
わ
れ
る
萬
字
と
い
う

説
は
ど
の
よ
う
な
根
拠
か
ら
で
た
も
の
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
。 

私
は
富
山
県
内
三
か
所
で
■
の
頭
字
を
持
つ
墓
標
を
確
認
し
、
岐
阜
県
高
山
市
一
之
宮

で
■
を
頭
字
に
持
つ
萬
霊
塔
を
確
認
し
た
の
で
紹
介
す
る
。 

注
「
頭
字
」 

江
戸
時
代
の
個
人
墓
に
刻
ま
れ
る
戒
名
な
ど
の
刻
字
は
位
牌
の
書
式
に
な
ら
い
、
「
頭

字
・
院
号
・
道
号
・
戒
名
・
位
号
・
下
置
字
」
が
一
般
的
で
あ
る
。
頭
字
は
頭
書
・
墓
印

と
も
い
う
。 

頭
字
は
真
言
宗
は
梵
字
「
ア
」、
浄
土
宗
・
天
台
宗
」
は
梵
字
「
キ
リ
ー
ク
」
が
多
い
。 

曹
洞
宗
な
ど
の
禅
宗
は
卍
・
同
會
・
帰
元
・
帰
一
・
帰
真
・
〇
が
多
い
。 

浄
土
真
宗
は
院
号
・
位
号
が
な
く
「
法
名 

釋 

■
■
」
が
多
い
。 

 

■ 

烏
八
旧 

■
■
■
■ 

こ
の
文
字
を
バ
ラ
し
て
「
烏
八
旧
」、
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
「
ウ
ハ
ッ
キ
ュ
ウ
」
と
よ
ぶ
の

が
慣
例
と
な
っ
て
い
る
。
と
は
い
え
＊
烏
と
鳥
の
違
い
だ
け
で
は
な
く
＊「
旧
」
に
変
え
て

「
臼
」
や
「
日
｜
＊「
目
」
と
し
た
り
＊
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
を
縦
や
横
に
配
列
し
た
り
と
、

変
化
形
の
文
字
も
少
な
く
な
い
＋ 

室
町
時
代
末
期
か
ら
江
戸
中
期
頃
の
古
い
墓
標
に
見
ら
れ
、
全
国
的
に
分
布
す
る
。
特

徴
と
し
て
、
曹
洞
宗
や
浄
土
宗
系
の
墓
標
に
多
い
傾
向
が
あ
る
と
い
う
。 

そ
の
意
味
に
つ
い
て
は
烏
を
表
す
と
い
う
説
や
、
日
月
｛
金
烏
と
玉
兎
｝、
優
婆
塞
、
阿
吽

の
吽
な
ど
の
諸
説
が
あ
る
。 

特
殊
な
陀
羅
尼
に
そ
の
出
典
を
求
め
る
説
や
、
鳥
葬
に
関
わ
る
も
の
、
つ
ま
り
「
帰
空
」

の
意
と
解
す
説
な
ど
が
有
力
な
よ
う
だ
。
同
時
代
の
墓
石
に
烏
八
旧
に
代
え
て
帰
空
や
帰

一
な
ど
と
書
く
も
の
も
多
い
。 
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光
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こ
の
お
寺
の
由
緒
書
に
よ
れ
ば
、
文
明
年
間
（
一
四
六
九
～
一
四
八
六
年
）
に
最
勝
寺

（
富
山
市
蜷
川
）
四
世
貫
翁
和
尚
の
高
弟
で
あ
っ
た
雪
天
和
尚
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
ま
し

た
。 江

戸
時
代
に
は
、
代
々
の
加
賀
藩
主
前
田
家
が
ら
厚
い
信
仰
を
受
け
、
二
代
利
長
三
代

利
常
か
ら
寺
領
を
拝
領
し
、
利
長
か
ら
の
署
名
の
あ
る
古
文
書
も
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
こ
の
お
寺
の
山
門
は
二
層
形
式
の
古
い
建
築
で
、
蟇
股
と
呼
ぱ
れ
る
軒
を
支
え

る
箇
所
に
は
前
田
家
の
家
紋
で
あ
る
梅
鉢
の
紋
か
彫
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。 

西
光
寺
の
墓
地
は
大
安
寺
時
代
の
古
い
墓
標
・
五
輪
塔
・
板
碑
・
一
石
五
輪
塔
な
ど
が

多
数
あ
り
ま
す
。 

 

西
布
谷 

渡
辺
家
墓
標 

富
山
県
富
山
市
八
尾
町
西
布
谷
の
渡
辺
家
は
渡
辺
綱
の
末
裔
と
言
わ
れ
当
地
の
土
豪
で
、

江
戸
時
代
に
は
富
山
藩
の
十
村
役
を
務
め
た
。 

御
伽
草
子
の
「
酒
呑
童
子
」
と
い
え
ば
大
江
山
に
住
む
酒
呑
童
子
と
い
う
鬼
を
源
頼
光

ら
が
退
治
す
る
物
語
と
し
て
広
く
知
ら
れ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
頼
光
の
四
天
王
と
し
て

活
躍
す
る
の
が
、
坂
田
金
時
ら
四
天
王
で
筆
頭
は
渡
辺
綱
で
あ
る
。
こ
の
渡
辺
綱
の
子
孫

が
中
世
の
越
中
に
き
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。

渡
辺
綱
の
息
子
は
八
尾
町
薄
島
に
入
部
、
以
後
そ
の
子

孫
は
千
石
村
、
八
尾
布
谷
と
、
い
ず
れ
も
山
間
部
の
山

に
近
い
と
こ
ろ
に
入
る
。
布
谷
も
千
石
も
鉱
物
資
源
に

関
連
す
る
地
で
、
薄
島
は
神
通
川
水
運
の
川
湊
と
い
う

要
衝
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
酒
呑
童
子
の
い
た
大
江
山
も

銅
、
銀
、
鉄
な
ど
の
鉱
脈
に
恵
ま
れ
、
鉱
脈
の
開
発
、

鍛
冶
が
行
わ
れ
て
い
た
場
所
で
あ
り
、
酒
呑
童
子
の
物

語
は
、
大
陸
か
ら
渡
っ
て
き
た
帰
化
人
た
ち
が
高
度
な

金
属
精
錬
技
術
に
よ
り
富
を
蓄
積
し
て
い
る
の
に
目
を

付
け
た
都
の
勢
力
が
武
力
で
富
を
収
奪
し
た
こ
と
を
象

徴
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
説
も
あ
る
。
渡
辺
綱

は
摂
津
国
（
大
阪
市
）
に
本
拠
を
置
き
、
水
運
に
か
か

わ
る
武
士
団
で
あ
っ
た
渡
辺
党
の
祖
と
さ
れ
る
。
平
安

時
代
後
期
に
水
運
に
た
け
た
摂
津
渡
辺
党
の
流
れ
が
越

中
の
知
行
国
主
の
徳
大
寺
に
起
用
さ
れ
て
越
中
に
入
部

し
た
と
い
う
。
山
間
資
源
や
神
通
川
の
水
運
を
管
理
し

た
。
鎌
倉
期
以
降
は
井
田
川
上
流
部
の
野
積
保
に
本
拠

を
定
め
、
山
間
部
の
国
人
と
し
て
長
く
勢
力
を
保
ち
、

江
戸
時
代
に
は
在
郷
町
八
尾
の
成
立
に
も
一
役
買
っ
た

こ
と
が
八
尾
町
史
に
見
え
る
。 
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富
山
市
婦
中
町
新
屋 

吉
田
家
墓
地 

   

         

大
幢
寺 

大
幢
寺
は
岐
阜
県
高
山
市
一
之
宮
町
に
あ
る
曹
洞
宗
の
寺
院
。
山
号
は
神
護
山
。
三
木

氏
所
縁
の
寺
で
あ
り
、
飛
騨
三
十
三
観
音
霊
場
九
番
札
所
で
あ
る
。 

天
文
八
年(

一
五
三
九)

に
、
雲
龍
寺 (

高
山
市)

雲
龍
寺
十
世
、
伝
奥
禅
同
に
よ
り
開
か

れ
る
。
そ
の
後
、
三
木
国
綱
が
行
基
作
と
伝
承
の
あ
る
十
一
面
観
音
菩
薩
を
寺
に
安
置
し

て
本
尊
と
し
た
。
天
正
十
三
年(

一
五
八
五)

に
三
沢
の
乱
で
兵
火
に
遭
い
焼
失
。
十
一
面

観
音
菩
薩
は
観
退
き
と
呼
ば
れ
る
地
ま
で
自
ら
退
い
た
と
い
う
伝
説
が
あ
る
。
ま
た
、
乱

で
落
命
し
た
三
木
国
綱
を
古
桜
の
そ
ば
に
葬
り
、
五
輪
塔
と
社
を
建
て
ら
れ
た
。
そ
の
後

金
森
長
近
に
よ
り
再
興
さ
れ
て
い
る
。 

寺
宝
と
し
て
円
空
作
の
韋
駄
天
像
を
所
蔵
す
る
ほ
か
、
雲
龍
寺
開
山
の
了
堂
真
覚
が
座

禅
を
し
た
と
伝
わ
る
座
禅
石
、
大
原
騒
動
犠
牡
者
供
養
万
霊
塔
が
境
内
に
所
在
す
る
。 

大
幢
寺
萬
霊
塔 

大
原
騒
動
犠
牲
者
の
霊
を
弔
う
た
め
に
、
大
幢
寺
第
九
世
徹
山
和
尚
が
幕
府
や
代
官
所

の
き
び
し
い
監
視
の
中
で
勇
気
を
出
し
て
「
萬
霊
塔
」
と
し
て
建
立
し
た
。 

塔
の
正
面
及
び
向
っ
て
左
側
面
に
は
主
だ
っ
た
犠
牲
者
の
法
名
が
三
十
四
名
刻
ま
れ
て

い
る
。 

徹
山
和
尚
は
文
化
四
年
（
一
八
〇
七)

九
月

十
三
日
寂
で
あ
り
約
二
百
年
前
の
建
立
と
推

定
さ
れ
る
。 
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血
の
涙
を
流
す
法
蔵
菩
薩
（
阿
弥
陀
如
来
） 

 

尾
田 

武
雄 

  

富
山
県
東
部
に
五
劫
思
惟
阿
弥
陀
如
来
（
法
蔵
菩
薩
）
石
仏
が
数
多
く
点
在
し
て
い
る

こ
と
は
、
拙
著
『
富
山
の
石
仏
た
ち
』
で
は
、
県
内
で
十
八
体
の
石
仏
、
四
体
の
木
像
、

二
体
の
絵
像
を
報
告
し
た
。
そ
の
後
石
川
県
、
福
井
県
、
愛
知
県
そ
し
て
広
島
県
、
山
口

県
な
ど
で
は
木
造
な
ど
が
寺
院
に
、
ひ
っ
そ
り
と
安
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
そ

れ
ら
の
地
域
は
三
河
門
徒
、
安
芸
門
徒
と
称
さ
れ
る
真
宗
の
篤
い
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
作
家
で
教
信
坊
住
職
青
原
さ
と
し
氏
の
ご
教
示
に
よ
り
、
広
島
市

西
区
の
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
法
輝
山
光
西
寺
に
、
五
劫
思
惟
阿
弥
陀
如
来
（
法
蔵
菩
薩
）

あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
早
速
光
西
寺
住
職
長
上
弘
雅
氏
に
お
手
紙
を
お
出
し
し
た
。
ご
返

事
は
「
全
く
こ
の
法
蔵
菩
薩
の
五
劫
思
惟
像
に
関
し
て
は
、
謂
れ
な
ど
を
、
先
代
達
か
ら

全
く
聞
か
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
」
と
の
こ
と
で
「
大
切
に
思
っ
て
安
置
し
続
け
て
き
た
い

と
思
っ
た
次
第
で
す
。
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
「
法
蔵
菩
薩
五
劫
思
惟
像
絵
像
」

の
写
真
を
拝
受
し
た
。 

 

こ
の
絵
像
は
上
部
に
縦
書
き
で
「
五
劫
思
惟
御
像
」
と
あ
り
、
右
膝
を
立
て
両
手
を
添

え
、
そ
の
手
の
上
に
首
を
傾
げ
て
い
る
。
左
足
は
無
造
作
に
岩
座
に
座
し
て
い
る
。
や
せ

細
っ
て
あ
ば
ら
骨
が
浮
き
出
て
い
る
下
半
身
に
は
布
を
巻
き
、
頭
に
は
肉
髻
が
見
え
、
円

光
も
あ
る
。
明
ら
か
に
如
来
の
お
姿
で
あ
る
。
た
だ
細
く
小
さ
い
目
か
ら
、
赤
い
血
の
涙

が
流
れ
、
岩
座
に
そ
の
涙
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
絵
像
は
藤
木
元
子
同
行
に
寄
贈
に
よ

る
も
の
で
あ
る
が
、
い
つ
の
時
代
か
謂
れ
は
全
く
不
明
と
さ
れ
て
い
る
。
仏
像
は
仏
教
で

説
か
れ
る
お
像
で
あ
る
が
、
多
く
の
場
合
穏
や
か
で
優
し
く
、
神
々
し
い
お
姿
が
多
く
見

受
け
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
裸
で
岩
座
に
坐
し
、
や
せ
細
っ
て
目
か
ら
血
を
流
す
お
姿
の

お
像
に
接
し
て
驚
き
で
あ
っ
た
。 

 

近
世
に
お
い
て
、
真
宗
教
学
の
振
興
と
と
も
に
節
談
説
教
は
興
隆
し
て
い
た
。
真
宗
に

お
け
る
節
談
説
法
の
雄
で
あ
り
、
幾
多
の
説
教
者
に
よ
り
数
限
り
な
く
口
演
さ
れ
て
き
た

『
親
鸞
聖
人
御
一
代
記
』
（
『
祖
師
聖
人
御
一
代
記
』
）
が
あ
る
。
そ
の
中
に
「
三
本
柿

ノ
事
」
中
に
こ
れ
は
越
中
新
川
郡
三
日
市
で
の
逸
話
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
文
中
に
「
法

蔵
因
位
ノ
其
ノ
昔
シ
大
悲
深
重
ノ
願
ノ
オ
コ
シ
五
劫
ニ
是
ヲ
思
惟
シ
テ
永
劫
ニ
是
ヲ
修
行

シ
テ
我
等
衆
生
ヲ
助
ケ
ン
為
ニ
血
ノ
御
泪
タ
ノ
カ
タ
マ
リ
ガ
此
ノ
南
ム
ア
ミ
タ
仏
ノ
名
号

ヲ
御
成
就
ナ
サ
レ
親
カ
コ
ヘ
シ
ク
ハ
本
願
ノ
信
セ
ヨ
子
カ
可
愛
値
ヘ
タ
ク
バ
我
レ
タ
ノ
メ

必
ス
必
ス
助
ケ
ス
ク
ハ
ズ
」
と
あ
り
、
法
蔵
菩
薩
が
我
ら
を
救
わ
ん
為
に
血
の
涙
を
流
さ

れ
た
と
あ
る
。
そ
し
て
南
無
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を
成
就
さ
れ
、
親
が
恋
し
く
は
本
願
を
信

じ
よ
、
子
に
可
愛
く
あ
た
え
れ
ば
我
ら
の
為
に
必
ず
助
け
て
く
だ
さ
る
と
い
う
意
で
あ
る
。 

 

光
西
寺
住
職
長
上
氏
が
お
手
紙
で
「
私
は
、
法
蔵
菩
薩
の
像
か
ら 

親
の
姿
を
連
想
し

ま
す
ね
。
不
幸
者
の
子
を
案
ず
る
親
の
風
情
を
法
蔵
菩
薩
の
五
劫
思
惟
像
に
感
じ
さ
せ
ら

れ
ま
す
。
私
た
ち
が
法
話
さ
せ
て
頂
く
事 

聴
聞
さ
せ
て
頂
く
こ
と
な
ど
は
仏
さ
ま
の
全

て
お
育
て
で
あ
り
、
全
て
法
蔵
菩
薩
の
働
き
以
外
に
何
も
の
で
も
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
う
し
て
我
が
寺
に
法
蔵
菩
薩
の
五
劫
思
惟
像
や
法
蔵
菩
薩
の
五
劫
思
惟
絵
像
が
あ
り
な

が
ら
そ
ん
な
に
気
に
も
し
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
す
が
、
こ
の
度
の
ご
縁
で
味
わ
さ
せ
ら

れ
た
と
い
う
べ
き
で
し
ょ
う
か
。
」
と
あ
り
、
五
劫
思
惟
阿
弥
陀
如
来
（
法
蔵
菩
薩
）
の

心
が
、
今
も
息
づ
い
て
い
る
事
に
感
動
し
て
い
る
。 

参
考
文
献 

関
山
和
夫
編
『
大
乗
仏
典<

中
国
・
日
本
編>

「
第
30
巻 

説
教
集
」
』(

中
央
公

論
社
・
昭
和
六
十
二
年
九
月
刊) 
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福水町 藤の森の２体 上白瀬町 曹洞宗豊財院地蔵堂 土橋町 共同墓地地蔵堂 

石
川
県
羽
咋
市
の
半
跏
地
蔵 

 

滝
本 

や
す
し 

  

石
川
県
羽
咋
市
の
南
部
に
、
中
世
の
石
造
半
跏
地
蔵
を
四
体
確
認
し
て
い
る
。
前
号
で

紹
介
し
た
旧
志
雄
町(

現
在
の
宝
達
志
水
町
北
部)

に
隣
接
し
た
地
域
で
あ
る
。
旧
志
雄
町

の
も
の
と
同
様
、
由
来
等
不
明
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
現
状
を
報
告
し
た
い
。 

 

①
羽
咋
市
福
水
町 

藤
の
森 

 

白
山
社
の
隣
に
藤
の
森
と
称
さ
れ
る
場
所
が
あ
り
、
中
世
の
石
造
物
が
数
多
く
集
め
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
二
体
の
石
造
半
跏
地
蔵
が
見
ら
れ
る
。
石
造
物
群
の
奥
の
ほ
う
に

置
か
れ
て
い
る
一
体
は
、
薮
田
石
製
で
錫
杖
の
一
部
や
宝
珠
が
欠
落
し
て
い
る
。
白
山
社

に
は
古
い
木
造
仏
が
御
神
体
と
し
て
祀
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
半
跏
地
蔵
が
も
と
の
御
神
体

だ
っ
た
と
は
考
え
づ
ら
い
。
高
さ
56

cm
、
幅
37

cm
。 

 

②
羽
咋
市
福
水
町 

藤
の
森 

 

石
造
物
群
の
手
前
の
ほ
う
に
置
か
れ
て
い
る
一
体
は
、
砂
岩
製
で
光
背
の
一
部
が
欠
落

し
て
い
る
。
一
般
的
に
よ
く
み
ら
れ
る
薮
田
石
製
の
も
の
と
比
べ
る
と
小
ぶ
り
で
、
や
や

稚
拙
の
感
が
あ
る
。
高
さ
33

cm
、
幅
23

cm
。 

 

③
羽
咋
市
上
白
瀬
町 

曹
洞
宗
豊
財
院 

 

豊
財
院
山
門
前
の
地
蔵
堂
内
に
納
め
ら
れ
て
い
る
。
薮
田
石
製
で
宝
珠
が
欠
落
し
て
い

る
が
、
他
に
大
き
な
破
損
は
み
ら
れ
な
い
。
も
と
は
八
幡
社
に
祀
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
高
さ
49

cm
、
幅
32

cm
。 

 

④
羽
咋
市
土
橋
町 

共
同
墓
地 

 

共
同
墓
地
の
地
蔵
堂
内
に
納
め
ら
れ
て
い
る
。
薮
田
石
製
で
剥
落
が
激
し
い
。
も
と
は

白
山
神
社
に
祀
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
高
さ
31

cm
、
幅
22

cm
。 
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①鍾馗と恵比須大黒 

特
集 

疫
病
退
散
の
ご
利
益
が
あ
る
石
仏 

 

平
井 

一
雄 

 

尾
田 

武
雄 

 

滝
本 

や
す
し 

  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
続
い
て
い
る
。
感
染
の
早
期
終
息
と
感
染
者
の

完
治
を
願
っ
て
、
疫
病
退
散
や
病
気
平
癒
の
ご
利
益
が
あ
る
石
仏
を
特
集
し
た
。
平
井
、

尾
田
、
滝
本
の
こ
れ
ま
で
の
調
査
資
料
を
緊
急
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
御
神
体
の
た

め
所
在
地
を
明
記
し
な
い
も
の
が
一
部
あ
る
。 

 

①
鍾
馗 

 

富
山
県
富
山
市
八
木
山
の
蔵
本
家 

②
牛
頭
天
王 

 

岐
阜
県
高
山
市
上
宝
町
吉
野
の
豊
受
神
社
境
内
津
島
神
社 

③
「
牛
頭
天
王
」 

 

富
山
県
富
山
市
大
場
の
神
明
社
境
内 

④
「
祇
園
」 

 

石
川
県
津
幡
町
倉
見
地
内 

⑤
慈
恵
大
師
良
源(

元
三
大
師) 

 

福
井
県
南
越
前
町
新
道
の
殿
城
庵 

⑥
角
大
師(

元
三
大
師) 

 

福
井
県
南
越
前
町
新
道
の
殿
城
庵 

⑦
「
元
三
大
師
」 

 

福
井
県
鯖
江
市
長
泉
寺
町
の
天
台
宗
中
道
院
境
内 

⑧
「
清
正
公
」 

 

石
川
県
七
尾
市
小
島
町
の
日
蓮
宗
實
相
寺
門
前 

⑨
「
疫
神
社
」 

 

富
山
県
富
山
市
上
野
の
大
川
寺
参
道 

⑩
河
濯
尊
大
権
現(

瀬
織
津
姫) 

 

石
川
県
白
山
市
三
宮
町
地
内 

⑪
少
彦
名
命 

 

富
山
県
内
の
少
彦
名
神
社 

⑫
少
彦
名
命 

 

石
川
県
内
の
少
彦
名
神
社 

⑬
薬
師
如
来 

 

石
川
県
内
の
少
彦
名
神
社 

⑭
薬
師
如
来 

 

富
山
県
砺
波
市
中
野
地
内 

⑮
阿
弥
陀
三
尊 
 

富
山
県
富
山
市
坂
本
地
内 

⑯
こ
ろ
り
不
動
明
王 

 

富
山
県
砺
波
市
三
島
町
の
曹
洞
宗
瑞
祥
寺
山
門
前 

⑰
無
量
力
吼(

金
剛
波
羅
密
菩
薩) 

 

富
山
県
南
砺
市
松
島
の
コ
レ
ラ
堂 

⑱
無
量
力
吼(

金
剛
波
羅
密
菩
薩) 

 

富
山
県
南
砺
市
北
川
の
路
傍 

 

            

②牛頭天王 ③「牛頭天王」 ④「祇園」 
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⑤慈恵大師良源(元三大師) ⑥角大師(元三大師) ⑦「元三大師」 

⑧「清正公」 ⑨「疫神社」 ⑩河濯尊大権現(瀬織津姫) 

⑪少彦名命 ⑫少彦名命 ⑬薬師如来 
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⑭薬師如来 ⑮阿弥陀三尊 ⑯ころり不動明王 

⑰無量力吼(金剛波羅密菩薩) ⑱無量力吼(金剛波羅密菩薩) 

         

 

                  

                   

         

お知らせ 

 

新型コロナウィルス感染拡大のため、５月下旬に開催を予定していた第６０回例会を延期します。 

今秋には開催したいと考えていますが、今後の状況次第となります。 

詳細は次号でお知らせいたします。 

皆様といっしょに楽しい石仏めぐりができる日を心待ちしております。 

 


